






















































The Influence of the Perceived Fitness and Neighborhood Environments  
on Physical Activity: A Case Study on Toyohashi, Aichi





















































































































































































































身体的特徴として， BMIの平均は， 男性が24.43 



















未婚 94（30.7） 61（27.4） 33（39.8）
既婚 212（69.3） 162（72.6） 50（60.2）
【教育歴】
中学校 3  （1.0） 1  （0.4） 2  （2.4）
高等学校 99（32.4） 84（37.7） 15（18.1）
専門・高等専修学校 18  （5.9） 12  （5.4） 6  （7.2）
短期大学 26  （8.5） 1  （0.4） 25（30.1）
高等専門学校 9  （2.9） 6  （2.7） 3  （3.6）
4年制大学 122（39.9） 92（41.3） 30（36.1）
大学院 29  （9.5） 27（12.1） 2  （2.4）
【雇用形態】
正社員・正規雇用 250（81.7） 202（90.6） 48（57.8）
派遣社員・パート・非正規雇用 56（18.3） 21  （9.4） 35（42.2）
【年収】
200万円未満 42（13.7） 9  （4.0） 33（39.8）
200―400万円未満 58（19.0） 30（13.5） 28（33.7）
400―600万円未満 84（27.5） 69（30.9） 15（18.1）
600―800万円未満 60（19.6） 56（25.1） 4  （4.8）
800―1,000万円未満 44（14.4） 42（18.8） 2  （2.4）





運動していない（月1回以下を含む） 15  （4.9） 5  （2.2） 10（12.0）
月1回程度 38（12.4） 30（13.5） 8  （9.6）
月2―3回程度 43（14.1） 29（13.0） 14（16.9）
週1―2回程度 105（34.3） 77（34.5） 28（33.7）
週3―4回程度 57（18.6） 45（20.2） 12（14.5）
ほぼ毎日 48（15.7） 37（16.6） 11（13.3）
【運動の種類】
ウォーキング 105（34.3） 73（32.7） 32（38.6）
ジョギング 33（10.8） 29（13.0） 4  （4.8）
水泳 16  （5.2） 10  （4.5） 6  （7.2）
バレーボール（ソフトバレーボールを含む） 6  （2.0） 3  （1.3） 3  （3.6）
サッカー（フットサルを含む） 5  （1.6） 5  （2.2） 0
野球（ソフトボールを含む） 3  （1.0） 3  （1.3） 0
ゴルフ（グランドゴルフを含む） 22  （7.2） 20  （9.0） 2  （2.4）
ウェイトトレーニング（筋力トレーニング） 16  （5.2） 15  （6.7） 1  （1.2）
サイクリング 22  （7.2） 20  （9.0） 2  （2.4）
ラケットスポーツ（テニス，バドミントン，卓球を含む） 11  （3.6） 9  （4.0） 2  （2.4）
その他 50（16.3） 29（13.0） 21（25.3）














自宅 246（80.4） 191（85.7） 55（66.3）
職場（パート先を含む） 27  （8.8） 15  （6.7） 12（14.5）
その他 9  （2.9） 6  （2.7） 3  （3.6）
運動しないため，通っていない 24  （7.8） 11  （4.9） 13（15.7）
【運動施設・場所までの移動手段】
徒歩 105（34.3） 84（37.7） 21（25.3）
自動車 128（41.8） 92（41.3） 36（43.4）
バス 0 0 0
電車（路面・地下鉄） 2  （0.7） 0 2  （2.4）
バイク（二輪・原付） 4  （1.3） 4  （1.8） 0
自転車 19  （6.2） 13  （5.8） 6  （7.2）
その他 0 0 0
自宅のため，通っていない 33（10.8） 21  （9.4） 12（14.5）




自宅周辺の道路・歩道 79（25.8） 62（27.8） 17（20.5）
職場（パート先を含む）周辺の道路・歩道 9  （2.9） 6  （2.7） 3  （3.6）
その他周辺の道路・歩道 2  （0.7） 2  （0.9） 0
体育館 14  （4.6） 10  （4.5） 4  （4.8）
プール 13  （4.2） 8  （3.6） 5  （6.0）
フィットネスクラブ 41（13.4） 27（12.1） 14（16.9）
野球場 2  （0.7） 2  （0.9） 0
陸上競技場 2  （0.7） 1  （0.4） 1  （1.2）
グランド（サッカー等が実施できる場所） 6  （2.0） 5  （2.2） 1  （1.2）
テニスコート 8  （2.6） 8  （3.6） 0
公園 39（12.7） 31（13.9） 8  （9.6）
河川敷・土手 9  （2.9） 8  （3.6） 1  （1.2）
ゴルフ場・ゴルフ練習場（打ちっぱなし） 20  （6.5） 17  （7.6） 3  （3.6）
その他の運動施設・場所 24  （7.8） 15  （6.7） 9（10.8）
自宅 13  （4.2） 10  （4.5） 3  （3.6）
職場 1  （0.3） 0 1  （1.2）














Fit index： GFI=0.991, AGFI=0.964, CFI=0.995, RMSEA=0.037 
* p < 0.05，*** p < 0.001 
煩雑さを避けるため誤差変数，観測変数間および誤差間の共分散は記載していない。 
Risk：身体不活動に伴うリスク知覚尺度 
POE：運動に対する結果予期尺度（positive outcome expectancy） 























表 5．各変数の記述統計（N = 306）
平均値 標準偏差 最小値 最大値
身体不活動に伴うリスク知覚 16.40 3.90 5 25
ポジティブ結果予期Positive outcome expectancy 17.91 3.42 5 25
ネガティブ結果予期Negative outcome expectancy 12.30 4.03 5 25
運動に対する行動意図 19.43 3.66 5 25
運動に対する計画 30.30 9.09 10 50
身体活動量（Kasariの身体活動指標修正版） 15.98 15.38 0 100
























表 6．近隣歩行環境簡易質問紙日本語版の記述統計（N = 306）
平均値 標準偏差 最小値 最大値
世帯密度 260.97 103.46 162 802
混合土地利用度（土地利用の多様性） 2.88 0.80 1 5
混合土地利用度（サービスへのアクセス） 2.84 0.49 1 4
道路の連結性 2.75 0.70 1 4
歩道・自転車道 2.16 0.66 1 4
景観 2.22 0.66 1 4
交通安全 2.51 0.42 1 4




Fit index： GFI=0.989, AGFI=0.969, CFI=0.999, RMSEA=0.013 
































（β=0.19, p < 0.001），「世帯密度」から「行動意図」
へのパス係数は有意な負の影響性を示した（β








度（ 土 地 利 用 の 多 様 性 ）」 か ら「 自 己 効 力 感 」




Fit index： GFI=0.984, AGFI=0.952, CFI=0.986, RMSEA=0.046 























図 3．環境要因（世帯密度）を含めた HAPA モデル（標準化推定値）
 
Fit index： GFI=0.957, AGFI=0.870, CFI=0.918, RMSEA=0.114 



























図 4．環境要因（土地利用の多様性）を含めた HAPA モデル（標準化推定値）
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性）」から「ネガティブ結果予期」へのパス係数は










な正の影響性を示した（β=0.15, p < 0.01）。
4）道路の連結性
　環境要因として道路の連結性を加えたHAPAの










Fit index： GFI=0.989, AGFI=0.968, CFI=0.998, RMSEA=0.018 
























Fit index： GFI=0.987, AGFI=0.963, CFI=0.994, RMSEA=0.030 





































（β=0.16, p < 0.01），「ポジティブ結果予期」（β





Fit index： GFI=0.989, AGFI=0.964, CFI=0.995, RMSEA=0.029 


































Fit index： GFI=0.991, AGFI=0.972, CFI=1.000, RMSEA=0.000 






























響性を示した（β= –0.13, p < 0.05）。
8）治安
　環境要因として治安を加えたHAPAのデータへの





示した（β= –0.18, p < 0.001）。
 
交通安全 
Fit index： GFI=0.991, AGFI=0.974, CFI=1.000, RMSEA=0.000 























Fit index： GFI=0.990, AGFI=0.971, CFI=1.000, RMSEA=0.005 





















図 10．環境要因（治安）を含めた HAPA モデル（標準化推定値）



































図 18．豊橋市における身体活動量のサーフェス図 16．体育館利用者の身体活動量マップ (N= 14)
図 17．運動施設グループにおける最近隣施設までの
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